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はじめに

Samsung	Galaxy	S6のディスプレイを交換するにはこの手順を参照してください。アセンブリは
AMOLED、デジタイザーパネルを含みます。コンポーネントは半田付けされており、再組み立て
の際は半田付けする必要があります。この手順は壊れたガラスや動かないタッチスクリーンを修
理する際にも使えます。

この手順ではオリジナルのフレーム、ロジックボードとバッテリーを残したまま、ディスプレイ
のみを交換する方法です。	ご注意:このモデル用のある交換スクリーンには新しいフレーム(筐体)
にインストールされているものがあります。つまり、デバイスの内部パーツ全てを移植して、新
しいバッテリーをインストールする必要があります。この手順は大変難易度が高いです。このガ
イドを始める前に、正しいパーツを入手しているか、確認してください。

フレームにダメージが入っていたり、曲がっている場合は必ずフレームを交換してください。新
しい交換用のスクリーンが正しく装着できず不均等なプレッシャーによりダメージを与えてしま
います。

この手順ではフレームからディスプレイを外す際にディスプレイを破壊します。もしディスプレ
イを交換したくない場合はこのガイドは使用しないでください。

ツール:

ハンドル付き吸盤	(1)
ピンセット	(1)
SIMカード取り出しツール	(1)
iFixit開口用ピック(6枚セット)	(1)
iOpener	(1)
プラススクリュードライバー(#00)	(1)
スパッジャー	(1)

部品:

Galaxy	S6	Screen	(1)
Galaxy	S6	タッチスクリーン用接着剤	(1)
NuGlas	Tempered	Glass	Screen
Protector	for	Galaxy	S6	(1)

https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/sim-card-eject-tool
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-picks-set-of-6
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/phillips-00-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/galaxy-s6-screen
https://www.ifixit.com/products/galaxy-s6-touch-screen-adhesive
https://www.ifixit.com/products/nuglas-tempered-glass-screen-protector-for-galaxy-s6


手順	1	—	SIMカード

紙クリップの先端か、SIM取り出しツールを電源ボタン側にあるSIMカードスロットの穴に差
し込みます。

SIMカードトレイを押し出します。
SIMカードトレイにダメージが入らないようあまり強く押し込まないでください。

手順	2

電話本体からSIMカードトレイを
取り出します。



手順	3	—	iOpenerの使用方法

電子レンジに付着している汚れがiOpenerに付いてしまうことがあるので、使用前に電子レ
ンジの底をきれいに拭き取ってください。

iOpenerを電子レンジ中央に置きます。
回転型の電子レンジ：iOpenerが電子レンジのターンテーブルで回転しているか確認してく
ださい。iOpenerが作動中に留まってしまうと、熱しすぎや焦げてしまいます。



手順	4

iOpenerを30秒温めます。

修理作業中はiOpenerが冷めてし
まいますので、使用毎に電子レン
ジに30秒入れて温めてからご利
用ください。

作業中、iOpenerを温めすぎない
ようにご注意ください。過熱する
と、iOpenerが破裂することがあ
ります。100˚Cを超えるまで加熱
しないでください。

膨らんでいる状態のiOpenerは絶
対に触らないでください。

適切に温められたiOpenerは約10
分間、温かい状態を保ちます。

手順	5

電子レンジからiOpenerを取り出
します。iOpenerの中央は熱く
なっているため、両端の平面に
なっている部分を持ってくださ
い。

iOpenerは大変熱くなっているこ
とがあります。必要であれば、
オーブン用のミトンカバーをご利
用ください。



手順	6	—	iOpenerを使った他の温熱方法

電子レンジがない場合は、熱湯の中にiOpener	をいれて温める方法もあります。

鍋を十分な量のお湯で満たして、iOpener	を完全に沈めます。

お湯を沸かして熱くなったら火を止めます。

iOpenerを熱湯の中に約2−3分間沈めます。iOpener全体が完全に浸かっているか確認してく
ださい。

トングなどを浸かって、温まったiOpenerをお湯から取り出します。

タオルでiOpener全体を拭き取ります。
iOpenerが非常に熱い場合は、先端のタブを持って火傷をしないようにご注意ください。

iOpenerの準備は整いました。iOpenerを再度温める必要がある場合は、お湯を沸騰させて、
火を止めてからiOpenerを2-3分間浸してください。



手順	7	—	リアガラス

デバイスを開口すると、防水機能を失います。作業を始める前に、交換用接着剤を準備する
か、接着剤を交換しないで組み立てをする場合は、デバイスの防水性能について留意してく
ださい。

ガラスにひびが入っている場合は、取り外し作業の間ガラスを固定する必要があるため、パ
ネル全体に透明の保護テープを貼り付けてください。

温めたiOpenerをリアパネルの上に約2分間のせて、ガラスの端に沿ってつけられた接着剤を
柔らかくします。

iOpenerを数回にわたって温め、デバイスについている接着剤を柔らかくする必要がありま
す。オーバーヒートを防ぐため、iOpenerの使用方法を参照してください。

iOpeneをパネルの残りの部分に移して、約2分間のせて温めます。

ヘアドライヤー、ヒートガン、ホットプレートでも対応できますが、デバイスのオーバー
ヒートにはご注意ください。OLEDディスプレイや内蔵バッテリーは熱によるダメージを受け
やすいためです。



手順	8

リアガラスが熱くて触れない程度になったら、ガラスの下側端に吸盤カップを取り付けま
す。

吸盤カップを引き上げて、リアガラスの下に小さな隙間を作ります。開口ピックを隙間に差
し込んでください。

オプションで開口ピックを差し込んだ後、隙間にイソプロピルアルコールを数滴注入すれ
ば、接着力を弱めることができます。



手順	9

デバイス下側端に沿って開口ピックをスライドして、リアガラスを固定している接着剤を切
開します。

その後、ピックをそのままにして、次の手順に進むときに2番目のピックを準備しておくと便
利です。	ピックを挿入したままにしておくと、切開した接着剤の再接着を防ぐことができま
す。

必要に応じて、リアガラスを再度温めて、接着剤の冷却に伴う硬化を防ぎます。

手順	10

デバイスの残りの3辺においても同じ作業を繰り返してください。

接着剤が再装着しないように、各エッジに開口ピックを残しておきます。



手順	11

開口ピックを使って、残りの接着剤を切開します。

背面ガラスを取り外します。



手順	12

新しいリアガラスをインストールするには

ピンセットを使って、デバイスのカシスから残りの接着剤を綺麗に除去します。

高濃度イソプロピルアルコール(90％以上)と糸くずの出ないマジックワイプで接着面を綺麗に
拭き取ります。前後ではなく一方向にむけて拭いてください。こうすることで、新しい接着
剤用の表面を整えることができます。

新しいリアガラスから接着用シールを剥がしてください。リアガラスの一端をデバイスの筐
体に向けて慎重に位置を揃え、しっかりとガラスを本体に向けて押し込みます。

古いリアガラスを再利用する場合や、プレインストールされた接着剤のついていないリアガ
ラスを使用する場合は、このガイドを参照してください。

https://jp.ifixit.com/Guide/Samsung+Galaxy+S6+Edge%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/47490


手順	13	—	ミッドフレームアセンブリ

電話本体に留められたミッドフ
レームから	3.5mm	#00プラスネ
ジを13本外します。



手順	14

この作業を始める前に、SIMカードトレイを取り出しているか確認してください。

ミッドフレームアセンブリの端をしっかりと掴みます。

電話本体からミッドフレームアセンブリを外すため、バッテリーを片手で押さえながら、
ミッドフレームアセンブリを持ち上げます。

ミッドフレームを持ち上げる際は、オーディオジャックもしくは充電ポートを引っかけない
ようにご注意ください。

ミッドフレームが部分的に外れたら、残りのデバイス周辺に開口ピックを慎重にスライドし
て、ミッドフレーム上部を分離します。

誤って開口ピックをガラスとディスプレイの間に差し込まないように、ご注意ください。

ヘッドホンジャックにダメージを与えないように、ミッドフレーム上部を最初に外してか
ら、下側に押し出し、ヘッドホンジャックから外します。

ミッドフレームの取り外しが上手く進まない場合は、ディスプレイの端に温めたiOpenerを
のせて、ディスプレイに留められた接着剤を柔らかくしてください。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705


手順	15

ミッドフレームアセンブリを持ち
上げて残りの電話本体から外しま
す。

手順	16	—	バッテリーコネクター

スパッジャーの平面側先端を使って、バッテリーコネクターをマザーボード上のソケットか
ら接続を外します。



手順	17	—	マザーボードアセンブリ

スパッジャーの平面側先端を使って、BluetoothとWi-Fiアンテナケーブルコネクターをマ
ザーボードのソケットから外します。

手順	18

スパッジャーの平面側先端を使ってホームボタンコネクターの接続を外します。



手順	19

スパッジャーの平面側先端を使ってマザーボードからディスプレイアセンブリのケーブルの
接続を外します。

手順	20

イヤホンスピーカーアセンブリのケーブルコネクターをマザーボードから外します。



手順	21

ディスプレイフレームからカメラ側先端のマザーボードを持ち上げて、取り外します。

マザーボードを持ち上げながら、作業の邪魔にならないように、リボンケーブルを動かす必
要があるかもしれません。基板が持ち上げにくい場合は、基板の接続が完全に外れていて、
リボンケーブルに巻き込まれていないか確認してください。

マザーボードを完全に取り外さないでください。マザーボードの下では、リボンケーブルが
ドーターボードと繋がっています。



手順	22

スパッジャーの平面側先端を使って、ドーターボードのリボンケーブルコネクターの接続を
マザーボード下側ソケットから外します。



手順	23	—	スクリーン

ディスプレイのガラスが広範囲にひび割れている場合は、ガラスの上にテープを貼ってガラ
スが飛び散らないようにします。こうすることで吸盤カップを持ち上げやすくなります。

iOpenerを温めます。

S6のディスプレイ上にiOpenerを配置します。2分後、iOpenerをスクリーンの反対側に移し
て載せます。

デバイスが十分に温かくなるまでiOpenerを複数回に渡って温めてデバイスに載せる作業が
必要になります。加熱しすぎないようiOpenerの使用方法を参照してください。

https://d3nevzfk7ii3be.cloudfront.net/igi/nEk1gF4aPAU5BRUh.huge
https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705


手順	24

開口ピックをフレームとディスプレイの間、バッテリーのケース側端に差し込み、上向きに
して持ち上げます。

正しく作業が終わったら、ディスプレイフレームとディスプレイアセンブリの間に隙間がで
きます。

作業が正しく完了しなかった場合は、ピックがガラスから目で確認できます。ピックを取り
出してもう一度作業を進めてください。



手順	25

開口ピックをディスプレイ端から下向きにスライドし、留められた接着剤を切断します。

ディスプレイ下の繊細な容量ボタンに接触しないよう副基板に到達したら切断作業を止めて
ください。

切断が難しい状況になったときは、iOpenerを準備して該当箇所に載せてください。

接着剤の切断作業が終わったら、ディスプレイがフレームに再粘着するのを防ぐためピック
を挟んだままにしておきます。



手順	26

開口ピックをデバイス下部の端、ヘッドフォンジャックから充電ポートを過ぎたあたりまで
スライドします。

開口ピックを6mm以上中へ差し込まないでください。ホームボタンにダメージを与えてし
まいます。



手順	27

開口ピックをヘッドホンジャック付近のディスプレイの下側コーナーの下に約1.2cm差し込み
ます。

ピックを挿入する際、ボタンのリボンケーブルに注意してください。このケーブルは繊細で
簡単に裂けてしまいます。ピックの挿入が困難でケーブルが引っ張られる状態であれば、も
う一度該当箇所に熱を当ててください。

ピックをディスプレイ下に差し込み、ボタンがディスプレイに再粘着するのを防ぎます。

容量ボタンもしくはリボンケーブルどちらかを切断してしまった場合、副基板アセンブリを
交換できます。これは新しい容量ボタンも含まれています。

https://jp.ifixit.com/Guide/Samsung+Galaxy+S6+%E3%83%89%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%9C%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/44660


手順	28

開口ピックを反対側のディスプレイ下部端に約1.2cmほど差し込みます。
ピックを挿入する際、ボタンのリボンケーブルにご注意ください。ケーブルは繊細でとても
裂けやすいためです。ピックの挿入が困難な状態やケーブルを引っ張っている場合は、再度
熱を当ててください。

ボタンがディスプレイに再装着しないよう、ピックをディスプレイの下に差し込んだままに
してください。



手順	29

開口ピックをデバイス本体のバッテリーと反対側に差し込み、下に留められた接着剤を切断
します。

接着剤を切断できたら、ピックをディスプレイ側に差し込んだままにします。ディスプレイ
がフレームに再装着するのを防ぎます。

手順	30

デバイス本体上部に沿ってバイブレーター側にピックをスライドします。

イヤホンスピーカーグリルに接触しないよう、ピックを少し外側に引き出します。



手順	31

開口ピックを使ってディスプレイからバッテリー側のフレームの間に差し込み、こじ開けま
す。

ディスプレイとフレームが簡単に外れない場合は、開口ピックを使って残りの接着剤を全て
切断してください。もし切断が難しい場合は、該当箇所に熱を当ててください。

ここではディスプレイを完全に取り出さないでください。ディスプレイケーブルがフレーム
に繋がった状態です。

手順	32

ディスプレイ右端のフレックスケーブルをフレームのホールから外します。



デバイスを再組み立てする際は、これらのインストラクションを逆の順番に従って作業を進めて
ください。背面ガラスを再装着する際は、背面ガラス接着剤の交換方法を参照してください。

手順	33

新しいディスプレイを装着する前
に、フレームから古い接着剤を取
り除いてください。特に小さなガ
ラスの破片がある場合は気をつけ
て作業を進めてください。

接着剤とガラスの破片をフレーム
から全て取り除いた後、90％以
上のイソプロピルアルコールとリ
ントフリーの布もしくはコーヒー
フィルターで綺麗に拭き取ってく
ださい。前後ではなく同じ方向に
向けて拭きます。

フレームが曲がっている場合やガ
ラスや接着剤の残りが付いている
場合、新しいディスプレイが正し
く装着できずダメージを与えてし
まいます。必要に応じてフレーム
を交換してください。

新しいスクリーンを取り付ける際
に最善の方法は、カスタムカット
した両面テープを使うことです。
テープをスクリーンの裏側に付け
て丁寧にディスプレイケーブルを
フレームに通します。スクリーン
を定位置に載せてしっかりと押し
込みます。

file:///Guide/Samsung+Galaxy+S6%E3%81%AE%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%B9%E7%94%A8%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/44897
https://jp.ifixit.com/Guide/Samsung+Galaxy+S6+%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/44656

